
①研究課題名 新潟県の新生児聴覚スクリーニング検査における要再検(リファー)

児の追跡調査 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

対象：2016 年 1 月 1 日～2020 年 12 月 31 日までに誕生し新生児聴覚スクリーニングを受け

て要再検(リファー)とされ、受診したお子さん 

研究責任者： 

新潟医療福祉大学 言語聴覚学科 講師 桒原 桂 

新潟大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科 講師 泉 修司 

③概要 

新生児聴覚スクリーニングは、聴覚障害を早期に発見し適切な支援を行うために重要な検査です。

本研究では、新潟県内で新生児聴覚スクリーニングを受けたお子さんが病院、市町村、療育機関で

どのような支援を受けたかを調査し、今後の難聴児への支援をより推進することを目指します。 

④申請番号           

⑤研究の目的・意義 新生児聴覚スクリーニングを受診し、要再検とされたお子さんの、

新生児聴覚スクリーニングの受診状況、精密検査受診状況、難聴診

断時期、療育機関への相談状況、補聴器装用時期等を把握すること

により、今後の新生児聴覚スクリーニングの在り方と難聴児への対

応方法について改善すべき事柄を明らかにし、聴覚障害児の保健医

療福祉の推進に役立てることを目的とします。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2022 年 3 月 31 日まで 

⑦情報の利用目的及び利用

方法（他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。） 

診療記録から下記の情報を収集し、市町村、精密医療機関、療育機

関からの情報と突合します。突合後の資料は氏名、生年月日はすべ

て削除して分析します。 

⑧利用または提供する情報

の項目 

新生児聴覚スクリーニング受診状況、精密検査受診状況、難聴診断

時期、療育機関等への相談開始年齢、補聴器装用時期等 

⑨利用する者の範囲 新潟医療福祉大学 言語聴覚学科 講師 桒原 桂 

新潟大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科 講師 泉 修司 

⑩試料・情報の管理について

責任を有する者 

本学：新潟大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科 講師 泉 修司 

共同研究機関：新潟医療福祉大学 言語聴覚学科 講師 桒原 桂 

⑪お問い合わせ先 所属：耳鼻咽喉・頭頸部外科 

氏名：泉 修司 

Tel：025-223-6161 

E-mail：izumi@med.niigata-u.ac.jp  

【当院お問い合わせ先】   長岡赤十字病院 耳鼻咽喉科 

              担当医師： 高橋奈央 

              〒940-2085 新潟県長岡市千秋 2-297-1 

              電話：0258-28-3600（代）、ＦＡＸ：0258-28-9000（代） 


